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プロトコール№030226                     登録日：2024 年 7 月 17 日 

プロトコール名 

 

 

 

１．適応疾患：CLDN18.2 陽性かつ HER2 陰性の治療切除不能進行・再発胃がん 

 

２．投与量と投与スケジュール 

薬剤名 投与スケジュール 

投与方法・投与量（day） 1 2 3 ・ ・ ・ ・ 14 
(2 ｻｲｸﾙ目) 

1 

l-LV(レボホリナート) 

200mg/㎡/日 
●        ● 

L-OHP(オキサリプラチン) 

85mg/㎡/日 
●        ● 

5-FU bolus (フルオロウラシル) 

400mg/㎡/日 
●        ● 

5-FU civ(フルオロウラシル) 

2400mg/㎡/46hr. 
●        ● 

Zolbetuximab (ビロイ) 

800 mg/㎡/日 
●        

● 

(400mg/㎡) 

〈投与方法〉2 週を 1 コース 

〈評価方法〉CT により RECIST 基準により評価 

〈上限クール〉1 コース 

 

・Zolbetuximab は投与中の嘔気が出現しやすいため、下記投与速度(注 1)を設定する。 

＜投与速度(800mg/㎡)：注 1＞ 

開始から 投与速度 

0～30 分 60mL/h 

30～60 分 120mL/h 

60 分以降 240mL/h 

Grade2 以上の悪心･嘔吐発現時 Grade1 以下に回復するまで中断し、 

減速して再開できる。 

 

 

 

 

 

胃がん－mFOLFOX6 (l-LV＋L-OHP＋5-FU)＋Zolbetuximab (1 ｻｲｸﾙ目) 
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Day1 

投与順 薬剤名と投与量 投与方法 ペース 

①  PICC･CV ポート用生食注シリンジ 10mL 静注 
投与前 

ﾎﾟｰﾄﾌﾗｯｼｭ 

②  

アロカリス          235mg 

パロノセトロン         0.75mg 

デキサート          9.9mg 

ポララミン          5mg 

生食              100mL 

点滴 30 分 

③  生食             50mL 点滴 全開 

④  

ビロイ                mg 

生食                mL 

注射用蒸留水(溶解用)     100mL 

※100mg：1V/Aq 5mL で溶解 

※300mg：1V/Aq 15mL で溶解 

点滴 
投与速度(注 1) 

参照 

⑤  生食             50mL 点滴 全開 

⑥  
レボホリナート            mg  

5%ブドウ糖           200mL 

点滴 

⑦と同時に 
120 分 

⑦  
オキサリプラチン             mg  

5%ブドウ糖液            500mL 

点滴 

⑥と同時に 
120 分 

⑧  フルオロウラシル          mg 静注 2 分以上 

⑨  
フルオロウラシル           mg 

生食                 mL 

2 日間 

ポンプ 
46 時間 

＊5-FU civ は 46 時間持続注入のため、5-FU の投与量により希釈の生食も変更すること。

（5-FU 持続静注のための早見表を参考にして） 

Day2～3(内服) 

投与順 薬剤名と投与量 投与方法 ペース 

①  デカドロン                8mg 内服 分 2 (朝・昼) 

Day3 

投与順 薬剤名と投与量 投与方法 ペース 

①  CV ポート用ヘパフラッシュ    1 本 静注 
投与後 

ﾎﾟｰﾄﾌﾗｯｼｭ 
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